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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第69期

第１四半期連結
累計期間

第70期
第１四半期連結
累計期間

第69期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（百万円） 23,226 24,496 101,784

経常利益又は経常損失（△）（百万円） △290 173 1,237

四半期（当期）純利益又は四半期純損失

（△）（百万円）
△652 126 926

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△620 1,026 2,326

純資産額（百万円） 48,001 51,450 50,929

総資産額（百万円） 99,915 104,990 105,562

１株当たり四半期（当期）純利益金額又

は１株当たり四半期純損失金額（△）

（円）

△6.94 1.34 9.86

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 47.1 48.2 47.4

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．売上高には、消費税等は含んでいない。

３．第69期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載していない。

４．第69期及び第70期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載していない。　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はない。また、主要な関係会社における異動もない。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはない。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はない。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものである。

 

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日）の日本経済は、円高是正による輸出環境

の改善や各種政策効果の発現などで景気が持ち直しつつあるものの、個人消費への影響は限定的であり、不透明な

状況が続いた。日本の発泡プラスチックス業界においては、円高是正による原燃料価格の高騰や電気料金値上げの

影響などが収益を圧迫し、厳しい収益環境となった。

このような経営環境のなか、当社グループは平成25年度から３ヵ年中期経営計画「ENS2000-Challenge」を策定

し、前中期経営計画の連結売上高目標1,200億円の再チャレンジに向け、施策を着実に推進している。当第１四半期

連結累計期間は、生活分野の需要低調と価格改定の遅れがあった一方で、工業分野の日本の需要回復とグローバル

展開の進展、さらに全グループあげての徹底したコスト削減にも継続して取り組んだ。その結果、売上高は244億９

千６百万円（前年同期比5.5％増）と増収となり、営業利益は１千４百万円（前年同期は営業損失２億３千５百万

円）、経常利益は１億７千３百万円（前年同期は経常損失２億９千万円）、四半期純利益は１億２千６百万円（前

年同期は四半期純損失６億５千２百万円）と利益改善となった。

　

　　以下、各セグメントの業績は次のとおりである。

 

①生活分野

水産関連や食品・流通関連、土木関連など、主な用途の需要は全般的に低調に推移した。また、前年度後半で高

騰した原材料価格に対する製品価格の改定については、グループ会社での成形加工品を中心に遅れが生じた。

「エスレンビーズ」（発泡性ポリスチレンビーズ）や、「エスレンシート」（発泡ポリスチレンシート）は、売

上数量は前年同期を下回ったものの、関連商品の売上増により売上金額は前年同期をやや上回った。

この結果、生活分野の売上高は159億６千４百万円（前年同期比1.9％増）、セグメント損失は５千３百万円

（前年同期はセグメント利益１千８百万円）となった。

②工業分野

家電・ＩＴ関連では、「ピオセラン」（ポリスチレン・ポリオレフィン複合樹脂発泡体）を中心とした液晶・

タッチパネル搬送用途において、日本で回復基調となった一方で、中国での需要伸長は鈍化した。「テクポリ

マー」（有機微粒子ポリマー）は、液晶パネルなど光拡散用途での需要が回復し、照明など新たな用途での需要

開拓も寄与し売上高は大幅に増加した。自動車関連では、「ピオセラン」を用いた部品用途において、日本での着

実な採用拡大と、米国での新規受注の効果で好調に推移した。

この結果、工業分野の売上高は85億３千１百万円（前年同期比12.9％増）、セグメント利益は３億４千４百万

円（前年同期比90.7％増）となった。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、1,049億９千万円（前連結会計年度末比５億７千１百万円減）

となった。資産の部では、流動資産が現金及び預金の減少などにより14億３千７百万円減少し、固定資産は投資有価

証券の増加などにより８億６千５百万円増加した。一方、負債の部では、支払手形及び買掛金の減少などにより流動

負債が17億８千８百万円減少し、長期借入金の増加などにより固定負債が６億９千５百万円増加した。純資産は、

514億５千万円となり、５億２千万円増加した。自己資本比率は48.2％となった。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はない。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、４億９千４百万円である。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 249,502,000

計 249,502,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 95,976,218 95,976,218
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

1,000株

計 95,976,218 95,976,218 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項なし。 　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項なし。 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項なし。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
－ 95,976,218 － 16,533 － 14,223

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてい

る。

①【発行済株式】

 平成25年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　2,119,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 93,656,000 93,656 －

単元未満株式 普通株式    201,218 － －

発行済株式総数          95,976,218 － －

総株主の議決権 － 93,656 －

　

②【自己株式等】

 平成25年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

積水化成品工業株式会社
大阪市北区西天満

２丁目４番４号
1,939,000 － 1,939,000 2.02

優水化成工業株式会社
石川県金沢市尾山

町２番17号
－ 132,000 132,000 0.14

天理運輸倉庫株式会社
奈良県天理市森本

町670番地
3,000 39,000 42,000 0.04

日本ケミカル工業株式会社
三重県四日市市生

桑町336番地１
6,000 － 6,000 0.01

計 － 1,948,000171,0002,119,000 2.21

　（注）　他人名義で所有している株式は、代理店、取引先等の持株会「積水化成品取引先持株会」（大阪市北区西天満２

丁目４番４号）名義の株式のうち、相互保有株式の持分残高を記載している。
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２【役員の状況】

　該当事項なし。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成している。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,681 5,371

受取手形及び売掛金 ※
 29,546

※
 28,533

商品及び製品 6,215 6,929

仕掛品 144 141

原材料及び貯蔵品 2,196 2,141

その他 1,935 2,158

貸倒引当金 △44 △37

流動資産合計 46,674 45,237

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,360 14,240

機械装置及び運搬具（純額） 8,634 8,662

土地 20,021 20,100

その他（純額） 2,663 2,710

有形固定資産合計 45,680 45,713

無形固定資産

その他 650 604

無形固定資産合計 650 604

投資その他の資産

その他 12,690 13,563

貸倒引当金 △133 △128

投資その他の資産合計 12,556 13,435

固定資産合計 58,888 59,753

資産合計 105,562 104,990
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 17,566

※
 16,903

電子記録債務 ※
 5,470

※
 5,578

短期借入金 12,066 11,505

未払法人税等 440 123

賞与引当金 745 446

役員賞与引当金 7 11

製品補償引当金 77 76

その他 ※
 4,769

※
 4,712

流動負債合計 41,145 39,357

固定負債

長期借入金 6,425 6,869

退職給付引当金 2,205 2,236

その他 4,856 5,077

固定負債合計 13,487 14,183

負債合計 54,633 53,540

純資産の部

株主資本

資本金 16,533 16,533

資本剰余金 17,261 17,261

利益剰余金 12,531 12,281

自己株式 △654 △655

株主資本合計 45,671 45,421

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,532 4,069

土地再評価差額金 1,204 1,204

為替換算調整勘定 △419 △81

その他の包括利益累計額合計 4,318 5,192

少数株主持分 940 836

純資産合計 50,929 51,450

負債純資産合計 105,562 104,990
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 23,226 24,496

売上原価 18,675 19,943

売上総利益 4,550 4,552

販売費及び一般管理費 4,786 4,538

営業利益又は営業損失（△） △235 14

営業外収益

受取利息 1 2

受取配当金 92 98

為替差益 － 171

その他 44 24

営業外収益合計 138 296

営業外費用

支払利息 42 46

持分法による投資損失 5 1

為替差損 52 －

その他 93 90

営業外費用合計 193 138

経常利益又は経常損失（△） △290 173

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失

貸倒引当金繰入額 0 1

課徴金引当金繰入額 387 －

その他 9 －

特別損失合計 398 1

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△688 171

法人税等 △44 37

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△644 134

少数株主利益 7 8

四半期純利益又は四半期純損失（△） △652 126
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△644 134

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △240 537

為替換算調整勘定 265 354

その他の包括利益合計 24 891

四半期包括利益 △620 1,026

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △647 1,000

少数株主に係る四半期包括利益 26 25
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形等

  四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしている。なお、当四半

期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等が四半期連結会計期間

末日残高に含まれている。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 891百万円 853百万円

支払手形及び設備関係支払手形 62 166

電子記録債務及び営業外電子記録債務 53 107

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第１四半期連結累

計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額及び負ののれんの償

却額は、次のとおりである。　

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費 880百万円 897百万円

のれんの償却額 4　 －　

負ののれんの償却額 0　 0　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）
（注）　

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月22日

定時株主総会
普通株式 281 3.00 平成24年３月31日 平成24年６月25日利益剰余金

（注）持分法適用関連会社が保有する自己株式にかかる配当金のうち、持分相当額を控除している。なお、控除前の金額

は282百万円である。　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）
（注）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月25日

定時株主総会
普通株式 375 4.00 平成25年３月31日 平成25年６月26日利益剰余金

（注）持分法適用関連会社が保有する自己株式にかかる配当金のうち、持分相当額を控除している。なお、控除前の金額

は376百万円である。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

 
報告セグメント 調整額

（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）生活分野 工業分野 計

売上高      

外部顧客への売上高 15,671 7,555 23,226 － 23,226

セグメント間の内部売上高

又は振替高
615 547 1,163△1,163 －

計 16,286 8,103 24,389△1,163 23,226

セグメント利益又は損失（△） 18 180 199 △490 △290

　（注）１．調整額は以下のとおりである。

セグメント利益又は損失（△）の調整額△490百万円には、セグメント間取引消去１百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△491百万円、固定資産未実現利益０百万円が含まれている。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っている。

３．各セグメントに属する主要な製品の名称

・生活分野─── エスレンビーズ、エスレンシート、エスレンウッド、ＥＳダンマット、ＥＰＳ土木工法

・工業分野─── ピオセラン、ライトロン、ネオミクロレン、セルペット、テクポリマー、テクノゲル

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

 
報告セグメント 調整額

（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）生活分野 工業分野 計

売上高      

外部顧客への売上高 15,964 8,531 24,496 － 24,496

セグメント間の内部売上高

又は振替高
608 388 997 △997 －

計 16,573 8,920 25,494 △997 24,496

セグメント利益又は損失（△） △53 344 290 △117 173

　（注）１．調整額は以下のとおりである。

セグメント利益又は損失（△）の調整額△117百万円には、セグメント間取引消去０百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△118百万円、固定資産未実現利益０百万円が含まれている。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っている。

３．各セグメントに属する主要な製品の名称

・生活分野─── エスレンビーズ、エスレンシート、エスレンウッド、ＥＳダンマット、ＥＰＳ土木工法

・工業分野─── ピオセラン、ライトロン、ネオミクロレン、セルペット、テクポリマー、テクノゲル
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額（△）
△6円94銭 1円34銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（百万円）
△652 126

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（百万円）
△652 126

普通株式の期中平均株式数（千株） 93,996 93,992

（注）１．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載していない。

２．当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載していない。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項なし。

２【その他】

該当事項なし。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月13日

積水化成品工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山本　操司　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松浦　　大　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている積水化成品工業株

式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日か

ら平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。 　

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。 

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、積水化成品工業株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。 

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管している。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。
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